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憩
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介
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取
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平
成
21
年
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
、

全
老
健（
川
合
秀
治
会
長
）は

社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会（
大
森
彌
分
科
会
会
長
）に

「
要
望
事
項
」を
提
出
し
ま
し
た

!!



平成21年介護報酬改定に向け、全老健（川合秀治会長）は
社会保障審議会介護給付費分科会（大森彌分科会会長）に

「要望事項」を提出しました
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「
平
成
21
年
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
の
要
望

事
項（
抜
粋
）」〈
平
成
20
年
11
月
18
日
提
出
〉

〜
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、老
健
施
設
が

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
制
度
設
計
〜

〈
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
た
め
の
要
望

事
項
〉

１
．利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
老
健
施
設
の

社
会
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
た
め
の
制

度
設
計
の
見
直
し

　
認
知
症
高
齢
者
も
含
め
、個
々
の
高
齢
者
の

状
態
像
は
安
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、絶
え
ず

変
化
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。変
化
に
応
じ
た

介
護
、
適
切
な
医
療
、
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
、地
域
に
お
け
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
提
供
は
、介
護
保
険
施
設
が
本
来
備
え
る
べ

き
根
幹
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。超
高
齢
社
会
の

進
展
と
急
性
期
医
療
の
発
達
、後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
創
設
、療
養
型
病
床
再
編
等
と
い
う

医
療
提
供
体
制
の
変
革
の
中
で
、老
健
施
設
の

多
機
能
性
を
適
切
に
評
価
し
、今
後
の
更
な
る

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
ヘ
向
け
た
介
護
報
酬

体
系
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

２
．介
護
従
事
者
人
材
確
保
と
処
遇
改
善
を
確

実
な
も
の
に
す
る
た
め
の
諸
施
策
の
実
行

　
介
護
従
事
者
の
確
保
の
た
め
に
は
、給
与
面

に
お
い
て
も
将
来
に
夢
の
持
て
る
賃
金
体
系

が
必
要
で
あ
る
。一
般
サ
ー
ビ
ス
業
と
の
格
差

是
正
、
職
務
内
容
に
応
じ
た
評
価
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
に
応
じ
た
賃
金
体
系
の
構
築
等
が
必

要
で
あ
る
。介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
に
つ
い

て
は
、
単
な
る
給
与
費
の
増
額
だ
け
で
な
く
、

事
業
主
の
雇
用
管
理
体
制
整
備
や
研
修
体
制

確
立
へ
の
支
援
策
、社
会
的
評
価
の
向
上
へ
向

け
た
取
り
組
み
等
、
総
合
的
対
策
の
推
進
と
、

介
護
事
業
所
経
営
の
安
定
化
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
す
る
。

３
．老
健
施
設
と
し
て
存
続
可
能
に
な
る
た
め

の
介
護
報
酬
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
の
引
き
上
げ

と
諸
支
援
策
の
実
行

　
介
護
の
社
会
化
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、国

の
定
め
た
規
準
に
応
じ
た
施
設
整
備
を
行
い
、

こ
の
20
年
と
い
う
期
間
に
3
，5
0
0
施
設
を

越
え
る
老
健
施
設
が
創
ら
れ
た
。そ
の
大
半
は

多
額
の
有
利
子
負
債
を
抱
え
た
課
税
法
人
で

あ
る
。こ
う
し
た
背
景
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
介

護
事
業
経
営
実
態
調
査
」で
は
補
助
金
の
多
寡

や
有
利
子
負
債
を
評
価
し
き
れ
て
い
な
い
。相

次
ぐ
介
護
報
酬
の
削
減
に
よ
り
、老
健
施
設
の

経
営
と
良
質
な
施
設
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
危
機

的
状
態
に
あ
る
。こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
中
間

施
設
と
し
て
の
老
健
施
設
の
機
能
の
低
下
に

よ
り
介
護
保
険
制
度
は
崩
壊
し
か
ね
な
い
。良

質
な
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
永
続
的
に
提
供
可
能

と
な
る
よ
う
、安
定
的
な
財
源
確
保
に
よ
る
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
と
各
種
の
支
援
策
を
要

望
す
る
。

※
な
お
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
関
連
要
望
は

全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
、日
本
理
学
療
法
士

協
会
、
日
本
作
業
療
法
士
協
会
、
日
本
言
語
聴

覚
士
協
会
と
の
共
同
要
望
で
あ
る
。

「
平
成
21
年
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
の
追
加

要
望
事
項
」（
抜
粋
）

〈
平
成
20
年
12
月
10
日
提
出
〉 

１
．施
設
サ
ー
ビ
ス
費
等
に
お
い
て
は
手
厚
い

人
員
配
置
の
実
態
を
評
価
す
る
こ
と
を
要
望

す
る

２
．「
介
護
事
業
経
営
概
況
／
実
態
調
査
」の
調

査
方
法
等
の
見
直
し
を
要
望
す
る

３
．
在
宅
復
帰
・
在
宅
生
活
支
援
機
能
の
向
上

の
た
め
の
要
望

４
．「
人
間
と
し
て
の
尊
厳
を
守
る
」
た
め
の
、

多
職
種
協
働
に
よ
る
栄
養
・
摂
食
・
嚥
下
・
口
腔

機
能
向
上
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
に
関
す
る
要
望

※
な
お
、摂
食
・
嚥
下
・
栄
養
ケ
ア
関
連
要
望
は

全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
、
日
本
栄
養
士
会
、

全
国
福
祉
栄
養
士
協
議
会
、
日
本
摂
食
・
嚥
下

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
会
と
の
共
同
要
望

で
あ
る
。

■
全
老
健
に
よ
る
要
望
事
項
の
全
文
は
こ
ち
ら
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
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平
成
20
年
12
月
26
日
開
催
の
介
護
給
付
費
分
科
会
に
お
い

て
、改
定
の
報
酬
単
価
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。 

■
当
日
資
料
は
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い

h
ttp://w

w
w
.rok
en
.o
r.jp
/m
em
b
er/m

h
lw
/m
ain
.h
tm
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フォーカス
　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。新

春
を
ご
家
族
の
皆
様
と
明
る
く
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、千
葉
県
老
人
保
健
施
設
協
議

会
も
、ま
た
新
た
な
気
持
ち
で
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
こ

と
が
あ
っ
た
一
年
で
し
た
が
、年
を
越
せ
た
こ

と
を
お
互
い
に
喜
び
あ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
新
年
の
ご
挨
拶
を
協
議
会
の
皆
様
、関
係
諸

機
関
の
皆
様
、ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
皆
様

に
申
し
上
げ
ま
す
。い
つ
も
千
葉
県
老
人
保
健

施
設
協
議
会
の
運
営
に
ご
協
力
、ご
指
導
を
い

た
だ
き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
20
年
は「
介
護
職
員
の
生
活
を
守
る
署

名
」
活
動
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
6
月
5
日
に

「
介
護
職
員
の
生
活
を
守
る
緊
急
全
国
集
会
」

が
東
京
日
比
谷
公
園
で
開
か
れ
全
国
か
ら

３
，
０
０
０
人
が
参
加
し
、
１
６
６
万
人
の
署

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。署
名
は
全
老
健
会
長
か

ら
厚
生
労
働
大
臣
、財
務
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
千
葉
県
老
人
保
健
施
設
協
議
会
で
は
、

１０
万
４
千
人
の
貴
重
な
署
名
を
堂
本
知
事
に

提
出
し「
介
護
施
設
に
働
く
職
員
に
普
通
の
生

活
を
保
障
で
き
る
給
与
体
系
が
可
能
に
な
る

よ
う
介
護
報
酬
の
改
定
を
国
に
対
し
て
、強
く

知
事
か
ら
訴
え
て
く
だ
さ
る
よ
う
」要
望
し
ま

し
た
。
な
お
、
千
葉
県
議
会
議
長
に
も
請
願
書

を
提
出
し
採
択
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。県
内

の
福
祉
介
護
関
係
27
団
体
長
の
協
力
を
い
た

だ
き
、短
期
間
で
沢
山
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し

た
こ
と
を
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
は
多

く
の
方
々
が
介
護
職
員
に
関
心
を
持
ち
、身
近

な
問
題
と
し
て
と
ら
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
福
祉
関
係
団
体
長
で
「
千
葉
県
の
福

祉
人
材
確
保
に
関
す
る
緊
急
提
言
」を
知
事
に

し
ま
し
た
。
県
に
は
千
葉
県
福
祉
人
材
確
保
・

定
着
対
策
本
部
を
設
置
し
、取
り
組
み
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、こ
れ
か
ら
も
介
護
老
人
保
健

施
設
の
理
念
と
役
割
に
沿
っ
た
運
営
に
努
力

す
る
と
共
に
、地
域
に
信
頼
さ
れ
る
施
設
を
目

指
し
、高
齢
者
の
保
健
、福
祉
、医
療
の
充
実
に

利
用
者
・
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
て

参
り
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
協
議
会
に
苦
情
相
談

窓
口
を
設
置
い
た
し
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、従
来
に
も
ま
し
て
ご
支

援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

千
葉
県
初
！！

メ
デ
ィ
ケ
ア
ー
君
津

総
務
大
臣
賞
を
受
賞
！

　
こ
の
度
、医
療
法
人
社
団 

今
城
会 

介
護
老
人

保
健
施
設
メ
デ
ィ
ケ
ア
ー
君
津
が
総
務
大
臣
賞

「
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
企
業
大
賞
と
は
「
ふ
る
さ
と
融
資
」

を
利
用
し
た
民
間
事
業
者
の
う
ち
、融
資
の
対
象

事
業
が
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
対

象
と
し
て
平
成
14
年
か
ら
表
彰
が
開
始
さ
れ
、各

都
道
府
県
及
び
各
政
令
指
定
都
市
か
ら
推
薦
の

あ
っ
た
も
の
を
対
象
に
、有
識
者
か
ら
な
る
審
査

委
員
会
の
審
議
を
経
て
、
選
考
さ
れ
た
も
の
で

す
。千
葉
県
で
は
初
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

■
地
域
経
済
及
び
雇
用
に
特
に
貢
献
し
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と

■
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
特
に
貢
献
し
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

■
そ
の
他
魅
力
あ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
に
特
に

貢
献
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と

千葉県老人保健施設協議会　会長　平山 登志夫 

会
長
新
年
あ
い
さ
つ

■医療法人社団　今城会 
　　介護老人保健施設メディケアー君津　
　住所：〒299-1134　君津市八幡62-1
　TEL：0439-50-3111
　入所定員：100名　通所定員：50名
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特 別 講 演
講師：介護付有料老人ホーム　セントレアライフケア常滑統括マネージャー

（有）笑う介護士　

代表取締役　袖山　卓也（ソデヤマ　タクヤ）氏

　とにかく熱い講演でした。袖山先生

の一言一言に耳を傾け、う

なずき、「明日からがん

ばってみる」と参加者は

思ったはずです。講演後

に先生にも感想を聞きま

した。「講演時間内に全て

伝えきった！！」「今後は各

都道府県にモデルになる事

業所をつくりたい！！」介護

への思いとこれからやるべき

事を話している先生の目はと

ても輝いて見えました。

演題発言者の感想 ～質問「講演を終えての一言」～

まずはほっとしました。あっという間に終わりました。一

つになって取り組む事の大切さを学びました。とても

楽しかった！！

施設名
はつらつリハビリケアセンター
発表者
看護職／荻野 恵（オギノ メグミ）

ビバ！入浴！
～利用者様全員が、
入浴を楽しめるように～

緊張しました。歯科衛生士や専門職がこの業界にど

んどん入ってきてほしい。もっと大勢の方が研修会に

参加できるようなスタイルになってほしい！！

口腔機能向上
トレーニングの取り組み

初めて参加しました。緊張して終わってほっとした。他

施設の報告をいかしていきたいです。楽しかった！！

施設名
さかえケアセンター
発表者
介護職／浅村 美佳（アサムラ ミカ）

ここまで出来るように
なったよ！！
～笑顔が自信につながるまで～

緊張しました。ベルがなってあせって早口になった。７

分は短いのでは？ もう少し時間がほしい。他施設の報

告が聞けて楽しかった！！

施設名
クレイン
発表者
支援相談員／東條 和子（トウジョウ カズコ）

◀袖山先生の熱い講演

▲サイン会にて

施設名
ケアセンターさきくさ
発表者
歯科衛生士／松本 みどり（マツモト ミドリ）

わぁ！！
これ全部１００円なの？
～外食支援への取り組み～

A
グループ

C
グループ

D
グループ

B
グループ
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平成20年度『研究事例発表大会』
12月2日（火）、千葉市文化センターにて平成20年度『研究事例発表大会』が開催され

ました。千葉県内の45施設から155名の参加でした。当日は笑う介護士・袖山卓也氏

の熱い特別講演がおこなわれ参加者からはとても好評でした。

・辰巳ナーシング・ヴィラ
・佐倉ホワイエ
・やすらぎの郷
・梨香苑
・ユー・アイ久楽部
・ハートケア市川
・晴山苑
・晴山会ケアセンター
・ばらの里

■
パ
ネ
ル
発
表
施
設

各施設によるパネル発表スナップ̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃ ̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃̃
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研

修

会

報

告

　
平
成
20
年
10
月
28
日（
火
）千
葉
県
自
治
会
館

に
て「
看
護
職
員
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
、27
施

設
32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
元
老
健
婦
長
・
小
林
ツ
キ
子
氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、午
前
は「
老
健
に
お
け
る
看
護
の
役
割

に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。午
後
は「
職
場
で
困
っ
て
い
る
事
」「
他
職
種

と
の
連
携
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ

討
議
が
行
わ
れ
、そ
の
後
グ
ル
ー
プ
発
表
・
全
体

討
議
が
行
わ
れ
小
林
氏
か
ら
助
言
を
頂
き
ま
し

た
。今
回
は
小
林
氏
の
ご
協
力
を
得
て
、小
林
氏

か
ら
日
頃
の
思
い
を
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
の
看
護
師
に

求
め
ら
れ
る
役
割
と
は

今
、医
療
・
介
護
の
現
場
は
医
師
不
足
、看
護
師
不
足
、介
護

士
不
足
等
々
様
々
な
問
題
が
発
生
し
、
患
者
・
利
用
者
に

と
っ
て
も
大
変
な
状
況
が
起
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、患
者
や
利
用
者
が
安
全
で
満
足
の
得
ら

れ
る
ケ
ア
ー
を
提
供
す
る
に
は
老
健
の
看
護
師
と
し
て
何

が
必
要
で
あ
る
か
私
の
意
見
を
述
べ
た
い
。

今
ま
で
老
健
は
医
療
よ
り
生
活
が
重
視
さ
れ
、リ
ハ
ビ
リ
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
中
心
に
考
え
ら
れ
て
い
た
。し
か

し
、高
齢
社
会
と
な
り
保
健
・
医
療
費
の
逼
迫
等
に
よ
り
介

護
老
人
保
健
施
設
に
も
容
赦
な
く
重
症
者
が
入
所
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。投
薬
・
経
管
栄
養
・
点
滴
・
吸
引
・
急
変
時
の
処

置
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
ー
等
々
看
護
師
業
務
は
多
岐
に
わ
た

る
。こ
れ
ら
の
業
務
を
安
全
に
実
施
し
、な
お
か
つ
利
用
者

の
健
康
管
理
を
万
全
に
行
う
に
は
看
護
師
に
知
識
と
技
量

の
両
面
が
求
め
ら
れ
る
。従
っ
て
安
易
な
気
持
ち
で
看
護
に

従
事
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
。私
も
9
年
間
老

健
の
看
護
を
経
験
し
そ
の
大
変
さ
を
実
感
し
た
。し
か
し
同

時
に
看
護
の
醍
醐
味
も
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
た
。急
性
期

の
現
場
と
は
違
っ
た
看
護
の
本
質
に
迫
る
老
健
の
看
護
を

多
く
の
看
護
師
が
経
験
し
、深
い
感
動
を
味
わ
っ
て
も
ら
い

た
い
。老
健
は
ま
さ
に
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
が
唱
え
る
看
護
が

求
め
ら
れ
て
お
り
実
践
で
き
る
場
で
も
あ
る
。

利
用
者
の
本
来
持
っ
て
い
る「
生
き
る
力
」を
慈
し
み
支
え

る
こ
と
こ
そ
看
護
の
使
命
で
あ
り
、老
健
の
看
護
師
に
一
番

必
要
と
さ
れ
る
事
で
あ
る
。

毎
日
の
業
務
に
流
さ
れ
ず
、日
々
の
看
護
の
中
か
ら
一
つ
ず

つ
達
成
感
が
得
ら
れ
る
よ
う
目
的
と
課
題（
問
題
意
識
）を

持
っ
て
前
向
き
に
働
き
た
い
。私
の
手
に
こ
の
人
た
ち
の
生

き
る
喜
び
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
思
え
ば
、お
の
ず
と

力
が
湧
い
て
く
る
と
言
え
よ
う
。

老
健
の
看
護
師
頑
張
れ
！ 

で
あ
る
。

皆
様
の
活
躍
と
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
充
実
を
期
待
し
ま
す
。

　
平
成
20
年
10
月
６
日（
月
）千
葉
県
教
育
会
館

に
て「
介
護
職
員
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
、31
施

設
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。千
葉
県
介
護
福
祉

士
会
理
事
施
設
部
会
の
村
越
洋
子
氏
と
高
橋
仁

美
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。午
前
は
村

越
氏
か
ら「
こ
れ
か
ら
の
介
護
職
員
と
し
て
の

可
能
性
」〜
そ
の
人
ら
し
く
生
活
し
て
い
く
た

め
に
介
護
職
員
が
で
き
る
こ
と
〜
を
テ
ー
マ
に

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。午
後
は
高
橋
氏
よ
り

「
自
分
た
ち
が
実
際
に
し
て
い
る
ケ
ア
の
意
義

を
考
え
て
み
よ
う
」を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
11
月
17
日（
月
）京
葉
銀
行
文
化
プ

ラ
ザ
に
て「
基
礎
介
護
技
術
研
修（
第
３
回
）移

動
、移
乗
」が
開
催
さ
れ
40
施
設
68
名
が
参
加
し

ま
し
た
。動
作
介
助
研
究
会
の
斎
竹
一
子
会
長

ら
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
移
動
・
移
乗
動
作
の

基
本
的
な
考
え
方
」を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ

れ
、グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
介
護
技
術
の
実
技
研

修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
11
月
26
日（
水
）、千
葉
県
教
育
会

館
に
て「
支
援
相
談
員
研
修
会
」が
開
催
さ
れ
63

施
設
74
名
が
参
加
し
ま
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成

年
後
見
人
な
の
は
な
よ
り
3
名
の
講
師
を
お
招

き
し
ま
し
た
。

　
日
比
野
正
興
氏
よ
り
「
生
活
保
護
に
つ
い

て
」、大
久
保
彰
氏
よ
り「
成
年
後
見
人
の
概
要

に
つ
い
て
」、土
井
雅
生
氏
よ
り「
後
見
人
が
必

要
な
場
合
、後
見
人
は
何
が
で
き
る
の
か
」「
生

活
保
護
と
の
関
わ
り
や
、こ
れ
ま
で
の
困
難
事

例
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

看
護
職
員
研
修
会

小林ツキ子氏

介
護
職
員
研
修
会

基
礎
介
護
技
術
研
修（
第
３
回
）

支
援
相
談
員
研
修
会

健やかに、安らかに過ごせる環境づくりのためにお客様と、
ご利用いただく方 と々、そして共に生きる様 な々人たちと出会い、
触れあう、その時 を々大切にしたい。

　東京支店 〒343-0851 埼玉県越谷市七左町3-192番地
電話 ０４８-９８８-１２８８ ＦＡＸ ０４８-９８８-５５１０

○ 寝具類の賃貸借及び洗濯・白衣・カーテンリースなど綜合

   リネンサービス

○ 医療・福祉関連の業務用品、設備機器の販売・リース

○ 売店経営、各種業務代行、衛生環境管理サービス ほか

新時代の医療・福祉施設のニーズに応えて、ご利用者を見つめた総合サービスを追求します。

事業内容

ワタキューセイモア株式会社

の出会いです

大切にしたいのは



6

自由
　気ままに

ペ
ー
パ
ー
ブ
ロ
グ

野
田
ラ
イ
フ
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
半
澤
　
友
幸（
支
援
相
談
員
）

　
当
施
設
の
芝
生
の
庭
は
、平
成
13
年
7

月
に
、夏
祭
り
等
の
行
事
の
開
催
場
所
と

し
て
増
設
さ
れ
、以
後
利
用
者
様
は
勿
論

の
こ
と
、職
員
も
近
く
の
ベ
ン
チ
で
昼
休

み
の
時
間
を
過
ご
す
な
ど
、憩
い
の
場
と

な
り
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。写
真
か
ら
お

分
か
り
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま
す

が
、
付
近
に
は
緑
が
多
く
、
閑
静
な
場
所

に
立
地
す
る
当
施
設
に
あ
っ
て
こ
の
芝

生
の
庭
は
、も
っ
と
も
静
か
に
季
節
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
空
間
で
も
あ
り
ま
す
。利
用
者
の
皆
様
に
は
、行
事
の
際
に
限
ら
ず
、陽
気
の
良

い
時
の
外
気
浴
の
機
会
に
も
こ
こ
で
過
ご
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
ご
存
知
の
よ
う
に
、芝
生
を
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
よ
く
維
持
す
る
た
め
に
は
手
入
れ
が
必
要
で

す
。ま
ず
は
水
遣
り
で
す
が
、望
ま
し
い
の
は
夏
場
は
毎
日
、冬
は
週
２
〜
３
回
必
要
な
の
だ
そ
う
で

す
。他
に
も
肥
料
や
病
害
虫
へ
の
対
策
な
ど
が
あ
り
、当
施
設
に
お
い
て
そ
の
手
入
れ
を
担
当
す
る
管

財
係
に
と
り
ま
し
て
は
、芝
生
に
か
か
り
き
り
に
な
っ
て
理
想
的
な
対
応
は
出
来
な
い
も
の
の
、な
か

な
か
に
気
を
使
う
作
業
で
あ
る
よ
う
で
す
。

 

そ
う
し
た
丹
精
の
甲
斐
あ
っ
て
、健
や
か
な
状
態
を
保
っ
た
当
施
設
の
芝
庭
は
、今
日
も
利
用
者
の

皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問
者
を
、静
か
に
迎
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。

「
憩
い
の
芝
庭
」

実
務
経
験
３
年
だ
け
で
は
国
家
試
験
の
受
験
が
で
き
な
い
！

養
成
施
設
を
卒
業
し
て
も
国
家
試
験
の
受
験
が
必
要
！
　
　

　
平
成
20
年
10
月
9
日
に
開
催
さ
れ
た
介
護
給
付
費

分
科
会
に
お
い
て
、介
護
従
事
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。そ
の
な
か
で
、

介
護
福
祉
士
資
格
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
検
討
さ

れ
、資
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、す
べ
て
の
者
は
一
定

の
教
育
プ
ロ
セ
ス
を
経
た
後
に
国
家
試
験
を
受
験
す

る
と
い
う
形
で
、資
格
取
得
方
法
を
一
元
化
す
る
、と

い
う
も
の
で
あ
る
。具
体
的
に
は
、

《
現
行
》　

・
実
務
経
験
３
年
以
上
⇩
国
家
試
験
⇩
介
護
福
祉
士

・
養
成
施
設
２
年
以
上（
1
6
5
0
時
間
）⇩
国
家
試

験
な
し
⇩
介
護
福
祉
士

・
福
祉
系
高
校（
1
1
9
0
時
間
）⇩
国
家
試
験
⇩
介

護
福
祉
士

《
見
直
し
案
》

・
実
務
経
験
３
年
以
上
+
養
成
施
設
６
ヵ
月
以
上

（
6
0
0
時
間
）⇩
国
家
試
験
⇩
介
護
福
祉
士

・
養
成
施
設
２
年
以
上（
1
8
0
0
時
間
）⇩
国
家
試

験
⇩
介
護
福
祉
士

・
福
祉
系
高
校（
1
8
0
0
時
間
）⇩
国
家
試
験
⇩
介

護
福
祉
士

施
行
時
期
／
平
成
24
年
４
月
。

　
介
護
報
酬
３
％
引
き
上
げ
に
関
し
て
も
、す
べ
て
の
介

護
事
業
者
や
介
護
職
員
に
一
律
に
還
元
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
、介
護
職
員
を
手
厚
く
配
置
し
て
い
る
事
業
所

や
、一
定
の
有
資
格
者
を
配
置
し
て
い
る
事
業
所
を
高
く

評
価
す
る
な
ど
の
可
能
性
が
大
き
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　
今
後
、介
護
施
設
に
お
い
て
の
有
資
格
者
の
雇
用
割

合
は
、重
要
課
題
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。

「
介
護
福
祉
士
の
資
格
取
得
方
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
見
直
し
に
つ
い
て
」

福祉用具は身体の一部です福祉用具は身体の一部です福祉用具は身体の一部です
福祉用具・介護用具は、身体の一部です。だからこそ、十分に時間をかけ、手間をかけて、身体に合い、

生活スタイルに合うものを選ぶ必要があります。スペースケアは、誠心誠意どこまでもお手伝いさせていただきます。

〈福祉用具レンタル・販売・住宅改修〉

株式会社スペースケア
船橋本社／047-435-1200（代表）
船橋営業所　柏営業所　成田店　市原営業所　千葉営業所　小岩営業所　横浜営業所
http://www.spacecare.co. jp

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
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●二川苑
　支援相談員　出山剛士

二川苑の窓口として、
施設と利用者様・ご家族様との
架け橋になっています。
何でもご相談してください。

住所：山武市松尾町田越756
電話：0479-86-2600
開設日：平成元年4月14日
入所：70名
通所：30名

■ 松尾リハビリ苑

●松尾リハビリ苑
　介護職員　植草大輔

「明るく・笑顔で・元気よく」を
心がけています。

介護の仕事で一番うれしいのは
“利用者さんの笑顔”です。

施設の
笑顔紹介

1月

2月

28日（水） 管理者研修会『京成ホテルミラマーレ』

20日（金） 事務職員研修会『プラザ菜の花』

17日（火） リハビリ担当職員研修会『千葉県自治会館』

6日（金） 支援相談員部会『ウェルサンピア千葉』

住所：山武郡芝山町山中678
電話：0479-77-1131
開設日：平成12年5月9日
入所：100名
通所：20名

■ 二川苑

芝山の緑豊かな自然の中に二川苑

があります。四季折々の鳥や虫や動

物たちが訪ねてきて、心地よい音色

で和ませてくれたり、驚かされた

り・・・。でも夏の夜には、皆が弾けて

大騒ぎ！夏の暑さも忘れます。そん

な楽しい毎日を過ごしていただき

ます。

平成元年に開設した施設です。ハー

ド面では最近開設した施設に比べ

ると、やや見劣りがするかもしれま

せんが、周囲を緑に囲まれた平屋建

ての明るい施設です。また、入所者・

通所者・職員・来苑者がいつも廊下

を行き交うにぎやかな雰囲気の施

設です。

●袖山氏の特別講演に感激！ 発表者、研修委員、事務局
の皆様の努力に感動！ の１日でした。（若林）

●初めて、袖山卓也氏を見ました。熱い男でした。ぜひ、ま
た講師として千葉に来て頂きたいと思います。（原）

●私の嫌いな冬到来、心の中が温かくなるようなステキ
な出来事に出会えますように・・・（坂本）

●昨年の世相を表す漢字は「変」でした。確かに、よくも悪
くも変化や変動の多い一年でした。今年の介護保険改
定は、いい意味での「変」であることを切に願っていま
す。（斎藤）
●今年は丑年、私の年です。今年も一年頑張りましょう。

（佐々木）


